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「ドリーム松山号」の 

運行系統の休止について 

ＪＲ四国労組は、１月２７日、会社より「高速松山・東京線『ドリーム松山号』の

運行系統の休止について」説明を受けた。 

高速松山・東京線「ドリーム松山号」の運行系統の休止について 

 標題の路線については、平成２年５月に松山駅と東京駅を結ぶ高速夜行バスとして運行を

開始し、同１１年１２月には「ドリーム高松号」と路線統合し高松駅経由の「ドリーム高松・

松山号」で運行した後、同２５年３月に香川県内の停留所を廃止し「ドリーム松山号」に戻

して現在まで運行してまいりましたが、同年６月に同区間に格安航空路線が就航して以来、

ご利用旅客の減少が続いており路線の収支均衡が取れない状況にあります。 

さらには、運行を担う乗務員の新規採用が芳しくないことや、今後もご利用旅客が増加す

る要素のない中、運行を継続していくのは困難と思われます。 

ついては、下記のとおり運行系統を休止することとしました。 

記 

１．運行系統を休止する路線 

  高速松山・東京線（ドリーム松山号） 

２．休止開始時期 

  上り便は２０２０年２月２９日、下り便は同３月１日の運行をもって休止 

※休止開始の１年後に、更に１年間の休止か廃止を判断

３．当該路線の収支状況 

（単位：千円、人） 

項 目 2017 年度 2018 年度 2019 年度上期 

収  益 １３１,７７１ １５１,９１５ ７０,６１５ 

費  用 １４９,８３５ １７７,０６０ ８６,５１９ 

損  益 △１８,０６４ △２５,１４５ △１５,９０４

１便当り人員 ２３.１９ ２１.２４ ２０.８９ 

組合は、今回の説明を受け「ドリーム松山号」の休止の時期、他の東京線ドリーム号

の今後のあり方、乗務員の雇用等について疑問点があることから、各級機関から意見集

約し解明要求を申し入れることとした。 

以 上 
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